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＜はしがき＞

ロシアのイスラーム教徒人口は、今日公称２千万人を超える。ロシアのイスラ

ーム社会が持つ活動力は、ロシア国内政治だけではなく、ロシア政府の国際的影
響力を左右する能力を持っている。この研究はロシア特にウラル治ヴォルガ地域
を研究領域とする松里公孝（北海道大学スラブ研究センター）とコーカサスを研
究対象とする北川誠一（東北大学大学院国際文化研究科）が、協力してロシアに

おけるイスラームと政治の関わりを明らかにしようとする試みである。

この研究では、イスラームの果たす機能が連邦、州・共和国、地域のレベルで

異なることを予想し、また、ウラル沿ヴォルガと北コーカサスでも異なることを

想定し、多層的にまた比較的に調査を実施した。また、比較のため中央アジアと

南コーカサスを対象とする研究も行った。研究の分担は、松里がウラル治ヴォル

ガ地方とダゲスタンを、北川がコーカサスと中央アジアを担当した。

なお、この報告書に収録したのは、この計画にかわって既に発表済みの論文の

みである。拾ヴォルガ・ウラル地方に関する報告が北川の簡単なレポートを除い

ては見られないのは、研究を行わなかったのではなく、今回の調査結果に基づい

たの研究論文執筆が継続中であるからである。松里が分担した当該地域研究の成

果は程なく公刊されるであろう。
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